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研究成果の概要（和文）：本研究では、高温超電導バルク体が有する利点を生かして医学分野に応用させるために磁場
のon/offを含む自由度の高い磁場制御方法の開発を行った。具体的には、①直流磁場のon/off制御方法、②自由度の高
い磁場形状を捕捉させる方法、③磁場の空間均一度を向上させる方法について３次元有限要素法に基づく電磁場数値解
析と実験の両面の検討を行い、本研究で開発した磁場制御方法の有効性について検討・実証した。本研究により、印加
磁場より200％以上高い磁場を発生させることが確認でき、これは予想しなかった優れた結果であり、磁場のon/off制
御以外に磁場の増幅が可能であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Recently the high magnetic fields are useful in many medicine applications such 
as a culture of man’s bone or cell. So, the techniques for magnetic field concentration are very 
important, and the novel electromagnets and trapped HTS bulk magnets have been fabricated and used in the 
cell culture and the magnetic drug delivery system (MDDS). In these applications, not only the strength 
of magnetic field but also the magnetic control ability including ON/OFF field switching are needed to 
enlarge the medicinal effects. On the other hand, superconductors have a perfect conduction and 
diamagnetism properties. High temperature superconducting (HTS) bulks have a strong diamagnetism and 
pinning force to trap the magnetic flux. So, in this study, a new field control method using the ring 
shaped HTS bulk with slit configuration was proposed, and we found that the HTS bulk with slit did 
control the applied magnetic field, and amplified magnetic fields were obtained at slit parts of HTS 
bulks.

研究分野：超電導工学
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１．研究開始当初の背景 
近年、YBCO 酸化物超電導体をはじめとする

高温超電導バルク体は、材料研究分野による
製造プロセスの向上に伴って臨界電流密度
と機械的強度面での高性能化、大型化が急速
に進んでおり、その応用研究が活発になって
いる。高温超電導バルク体は、強力のピンニ
ング力を有しており、直径 2.65 cm、厚み 1.5 
cm の小さな YBCO 超電導バルク体を用いて、
29Kの温度で 17 T の強力な磁場を捕捉できる
ことが富田氏らによって示された（M. Tomita 
and M. Murakami, Nature, Vol. 421, p.517, 
2003）。そこで、我々は、高温超電導バルク
体の強力な捕捉磁場能力と磁気的特性を生
かしたいくつかの応用機器（小型 NMR 用マグ
ネット、３次元アクチュエータ、強磁性体安
定浮上システム）の開発を行ってきた。 

一方、外部磁場を制御して移植細胞を体内
で精密にコントロールすることにより、体内
の必要な部位にだけ薬を集中・効率的に送り
届け，薬を長時間効くようにする技術である
DDS(Drug Delivery System)分野では、印加
磁場の of/off を含む正確な磁場制御技術が
要求されている。そこで、本研究では、高温
超電導バルク体のマイスナ―効果を利用し
た磁場の増幅と of/off 制御が可能な新しい
磁場制御方法を提案し、実験と電磁場解析に
よる検討を行った。 
 
２．研究の目的 
高温超電導バルク体は、高い磁場を捕捉す

る能力を有していると同時に、磁場の形状を
記憶することも可能である。また、ピンニン
グ効果による磁場捕捉能力とともに、超電導
本来の特性である完全反磁性特性も持って
いるため、今までは難しかった鉄などの強磁
性体を安定して浮上させることも可能であ
る。従って、永久磁石を励磁させるときに磁
場強度のみならずその分布も自由に制御で
きると考えている。また、自己細胞や組織を
用いて失われた組織を再生する再生医療に
おいては、損傷部により多くの細胞を誘導・
集積させることが重要であり、高温超電導バ
ルク体の磁場を用いて軟骨欠損部に細胞を
集積させて再生する試みが行っている（超電
導 Web21, 2011 年 3 月号 25 ページ）。しか
し、この場合、磁場を自由に on/off させる
ことができなく、磁場による効果を十分発揮
できていないのが問題として挙げられてい
る。 
 そこで、本研究では、高温超電導バルク体
が有する様々な利点を産業と医学分野に応
用させるために下記の研究内容について実
験と電磁場数値解析の両面から検討する。 
①高温超電導バルク体を用いて直流磁場の

on/off 制御方法を確立 
②高温超電導バルク体内に自由度の高い磁

場形状を捕捉させる方法を確立 

③超電導マグネットの空間磁場均一度を向
上させる方法を確立 

 
３．研究の方法 

小型で高磁場発生が可能であると同時に
磁場を自由に制御できる磁場源は様々な分
野で非常に有効に使われると思われる。特に、
医療用として人体内で使われる様々な構造
と機能を有する MEMS の駆動と制御を人体の
外から非接触で行えるため、その用度は非常
に幅広く使われると期待している。高温超電
導バルク体は、上記の仕様を満足させ、実現
できる非常に有効な材料だと考えている。そ
こで、本研究では、高温超電導バルク体を産
業・医学分野に適用させるために必要な磁場
制御方法の確立を目指して行った。まず、最
初に、図１のような形状の異なる高温超電導
バルク体を用いて実験的に検討した。図１の
(a)のようなバルク体を用いると磁場の遮蔽
が可能なものの、磁場の ON/OFF 制御のため
には、印加磁場に対してバルク体を機械的に
スライドさせる必要があり、そのためにはか
なりの力が要求される。また、このような形
状のバルク体においては、磁場の増幅効果は
期待できない。さらに、図１の(b)のように
リング形状にした場合においても磁気遮蔽
効果は得られるが of/off 制御が難しく、磁
場増幅効果も期待できない。一方，リング形
状のバルク体に図１の(c)のようにスリット
を入れることで磁気遮蔽の原因となる遮蔽
電流（図１の(d)）がスリット部分に印加磁
場と同じ向きの磁場を発生させるためにス
リット部での磁場増幅が可能となり、バルク
体を回転させることで磁場の of/off 制御が
可能となる。そこで、本研究では，磁場の増
幅能力の向上を目的としたバルク体の形状
最適化について検討したので、得られた研究
成果について後述する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 形状の異なる高温超電導バルク体(a)
ディスク形状、(b)リング形状、(c)スリット
入りリング形状、(d)スリット入りリング形
状高温超電導バルク体に流れる遮蔽電流の
概念図 
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４．研究成果 
 
（１）直流磁場の on/off 制御方法 
 
 一般的にディスク型の超電導バルク体を
用いた場合、完全反磁性特性により磁場を遮
蔽することはできるものの、磁場の on/off
を含む制御は出来ない。そこで、リング形状
の高温超電導バルク体にスリットを入れ、こ
のバルク体を印加磁場に対して回転させる
ことで磁場の on/off 制御が可能となった。
そして、スリット形状の高温超電導体の内径
やスリットの角度の依存性について電磁場
数値解析による検討を行った結果、内径とス
リットの角度を最適化することが出来た。ま
た、磁場の on/off 制御をより効果的に行う
ために、図２のような階段形状のバルク体や
複数の形状の異なるバルク体を組み合わせ
ることでターゲット部分だけに絞った磁場
の on/off 制御を可能とした。さらに、本研
究により、スリット部では印加磁場より高い
磁場を発生させることが確認でき(図３)、こ
れは予想しなかった優れた結果であり、磁場
の on/off 制御以外に磁場の増幅が可能であ
ることが明らかになり、200％以上の磁場増
幅が得られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 階段形状に積層したスリット入り高
温超電導バルク体の(a)立体面図、(b)断面図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 電磁場数値解析による(a)スリット入
りと階段形状の高温超電導バルク体による
半径方向への磁場分布と、(b)３次元磁場分
布特性 
 
（２）自由度の高い磁場形状を捕捉させる方
法  
磁場の形状を自由に制御できる方法につ

いて検討を行い、物理的が外力として薬物を
目的の部位に誘導することで、これまでの
DDS より効率の良い薬物治療が可能である磁
気誘導 DDS(Magnetic Drug Delivery System; 
MDDS)への適用を考慮した研究を行った。こ
れまでには超電導バルク体を用いてバルク
体表面から 50 mm 上部においてもナノ磁性体
粒子を蓄積できる強度の磁場を発生させる
ことが可能であることは確認されている。し
かしながら、超電導バルク体は磁場を捕捉す
ることで磁場源としては使えるものの磁場
制御はできない短所を有している。そこで、
我々は、超電導コイルを磁場源として、積層
構造の超電導線材やバルク体と超電導コイ
ルを組み合わせることで、超電導線材やバル
ク体の完全反磁性特性を利用することで柔
軟な磁場制御が可能であることを示した。さ
らに、長手方向への磁場勾配を向上させるた
めに超電導線材やバルク体に強磁性体を加
えることで大きい磁気勾配を得ることに成
功し、提案した方法の形状最適化を図った。 
 

（３）磁場の空間均一度を向上させる方法 
 
 高温超電導バルク体は、強力なピン止め効
果により印加された磁場に対して強度と形
状をそのまま捕捉することができる。一方、
超電導バルク体に印加する磁場の均一度よ
り高い磁場均一度を得ることはできないの
が現状である。現有している超電導マグネッ
トの発生磁場の空間均一度は 600 ppm/cm3 以
下であるため、これ以上の磁場均一度をバル
クマグネットに捕捉させることはできない。
そこで，本研究では、一度磁場を捕捉したバ
ルク体に対して再度磁場を印加する方法で
バルク体の磁場均一度を向上させる方法を
開発した。電磁場数値解析により 150 ppm/cm3



以上の磁場均一度を得ることが可能である
ことが示された。 
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